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１．はじめに

　春日部遺跡は、亀岡市曽我部町春日部、中

の平野部に広がる集落遺跡です(第１図)。今

回の発掘調査は、国営緊急農地再編整備事業

「亀岡中部地区」に伴い、近畿農政局亀岡中

部農地整備事業所の依頼を受け、曽我谷川東

岸の中地区内で実施しています。

　曽我谷川および犬飼川流域には数多くの遺

跡があり、古墳時代では調査地西側の丘陵に

は法貴峠古墳群など数多くの古墳が所在しま

す。奈良時代初め頃では、本薬師寺(奈良県橿

原市)系の瓦が出土した與能廃寺が知られてい

ます。

　これまでに亀岡市教育委員会が平成22・23

年度に近隣で試掘調査を実施しており、古墳

時代から鎌倉時代の遺物が出土しています。

　曽我部町内では、今回が初めての本格的な

発掘調査となります(第２図)。　　　

　

２．調査成果

　今回の調査では、古墳時代から平安時代の

遺構が見つかりました。古い時代のものから

順に説明します(第３図)。

①古墳時代

　竪穴建物１～６は方形で一辺約3.5～５ｍを

測ります。なかには屋根を支えていた柱の痕

跡が残るものや、排水用などの溝が残ってい

るものがありました。竪穴建物１～４は建て

替えがみられます。土層の重複関係から１～

４の順に建てられたことがわかりました。

　各竪穴建物の時期は、出土した遺物の年代

から、竪穴建物１～４は古墳時代前期から中

期(４〜５世紀)、竪穴建物５・６は古墳時代

後期(６世紀)と考えられます。また、南西か

ら北東へ斜行する溝11から古墳時代の土師器

が出土しています。

②平安時代

　溝10は、東西約40ｍ、南北約15ｍにわたり

検出しました。幅は約３ｍ、深さは約25〜

35cmを測り、溝内から平安時代末(12世紀末)

の瓦器椀などが出土しました。また、南西の

角から約８ｍ北の所で、溝を渡るための土橋

(幅約1.2ｍ)も見つかりました。この溝はほぼ

直角に屈曲していることや規模から、掘立柱

建物７～９などの建物を囲う区画溝と考えら

れます。

　この区画溝の内部で掘立柱建物３棟以上を

確認しました。掘立柱建物７は、直径約40cm

を測る４本の柱穴で構成され、柱間寸法は、

南北2.1ｍ、東西2.1ｍです。柱穴から土師器

羽釜が出土しました。掘立柱建物８は、２×

３間(3.8ｍ×8.8ｍ)の東西に長い建物です。

掘立柱建物９も２×３間(3.8ｍ×6.8ｍ)、南

北に長い建物です。土坑13・14などから、平

安時代後期(12世紀)の黒色土器や緑釉陶器な

どが出土しています。区画溝の外部では東西

方向の柵12を確認しました。調査地の西端に

ついては曽我谷川の氾濫等により、人々の生

活の痕跡は残っていません。

③その他

　近世の土坑15や時期不明の溝16などが見つ

かりました。

３．まとめ

　今回の調査の結果、古墳時代の竪穴建物６

基、平安時代の掘立柱建物３棟、溝、柱穴、

土坑などが見つかりました。

　竪穴建物については、近隣には古墳時代後

期を中心とした古墳が数多くあり、集落との

関係を考える重要な資料となりました。

　平安時代末頃の溝は、全体の規模は不明で

すが、直角に曲がることから、溝に囲まれた

方形居館の一部であり、有力者の館であった

可能性が考えられます。方形居館と考えられ

る遺構は、丹波国一宮である出雲大神宮の所

在する出雲遺跡でも見つかっています。

　

　最後になりましたが、今回の発掘調査に際

し、参加していただいた皆様、各方面からご

指導、ご協力いただいた皆様に、深く感謝い

たします。
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第１図　調査位置図(国土地理院 S=1/25,000法貴 )
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第２図　調査地区配置図

調査地調査地

曽 

我 

谷 

川

曽 

我 

谷 

川

↑↑

↑↑

用 語 解 説

竪穴建物復元イラスト
『発掘調査の手引き』より抜粋

掘立柱建物復元イラスト

垂木

竪穴壁

桁
梁

主
柱

棟
木

叉
首

竪穴建物　　　地面を掘り下げ、住居の床の部分を地表面より低くした、半地下式の住居。

掘立柱建物　 地面に穴を掘り礎石などを用いず、そのまま柱を立て地面を底床とした建物。

方形居館　　　在地有力者の館などの周囲を溝などで方形に囲んだ屋敷地。

黒色土器　　　土師器の表面をヘラで丹念にみがき、炭素を吸着させた器。水漏れを防ぐ効果がある。

緑釉陶器　　　緑色の釉薬がかけられた陶器。平安時代に都の貴族が使った。
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第３図　春日部遺跡　遺構平面図 (S=1/300)
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